
　

「
火
の
鳥
」
は
手
塚
治
虫

が
漫
画
家
活
動
初
期
か
ら
晩

年
ま
で
描
き
続
け
た
、
命
を

テ
ー
マ
に
し
た
超
大
作
で

す
。
そ
の
血
を
飲
む
と
永
遠

の
命
が
得
ら
れ
る
伝
説
の
鳥

「
火
の
鳥
」
を
め
ぐ
り
、
は

る
か
古
代
か
ら
遠
い
未
来
ま

で
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
描
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
「
火
の

鳥
」
を
名
前
の
由
来
と
す
る

国
産
初
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ

ト
「hinotori surgical 

robot system

」
が
２
０
２

２
年
５
月
に
慶
應
義
塾
大
学

病
院
に
導
入
さ
れ
、
５
月
19

日
に
一
例
目
と
な
る
前
立
腺

全
摘
術
を
泌
尿
器
科
で
実
施

致
し
ま
し
た
。

　

hinotori

は
２
０
１
３
年

に
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
メ

デ
ィ
カ
ロ
イ
ド
に
よ
っ
て
開

発
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
０

年
９
月
に
泌
尿
器
科
領
域
で

保
険
収
載
さ
れ
、
他
領
域
で

の
保
険
収
載
が
待
ち
望
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

手
塚
治
虫
は
、「
火
の

鳥
」
の
復
活
編
に
お
い
て
未

来
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
描

い
て
い
ま
す
。
現
代
社
会
に

お
い
て
、
既
に
様
々
な
場
面

で
ロ
ボ
ッ
ト
が
活
躍
し
て
い

ま
す
が
、
人
間
と
ロ
ボ
ッ
ト

の
共
存
に
つ
い
て
非
常
に
考

え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。
メ
デ
ィ
カ
ロ
イ

ド
は
「
人
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
共

存
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
手
術

支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
を
開

始
し
ま
し
た
が
、
メ
デ
ィ
カ

ロ
イ
ド
が
目
指
す
ロ
ボ
ッ
ト

が
「
人
の
代
わ
り
と
な
る
ロ

ボ
ッ
ト
で
は
な
く
、
人
に
仕

え
、
人
を
支
え
る
ロ
ボ
ッ

ト
」
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

に
、
手
塚
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

が
賛
同
し
、「hinotori

」
の

命
名
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

現
在
当
院
で
は
、da 

Vinci

とhinotori

の
2
台
体

制
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術

が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
内

視
鏡
医
学
の
発
展
は
目
ま
ぐ

る
し
く
、
手
術
室
で
ロ
ボ
ッ

ト
を
見
な
い
日
は
無
く
な

り
、
多
く
の
手
術
が
内
視
鏡

下
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
福
澤
先
生
は
、

「
器
械
を
以
て
膀
胱
内
の
淋

石
を
砕
て
之
を
取
り
…
察
病

の
道
を
械
器
的
に
取
る
も
の

甚
だ
少
な
か
ら
ず
」
と
記
し

て
い
る
よ
う
に
、
１
０
０
年

以
上
前
か
ら
内
視
鏡
医
学
の

発
展
を
確
信
し
て
い
ま
し

た
。
慶
應
義
塾
大
学
病
院

は
、
２
０
２
０
年
に
開
院
１

０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

こ
の
伝
統
を
踏
ま
え
、
次
の

１
０
０
年
に
向
け
て
内
視
鏡

医
学
の
分
野
に
お
い
て
も
常

に
歩
み
続
け
て
い
ま
す
。

（
泌
尿
器
科
学
教
室

�

武
田
利
和　

81
回
）
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第65回東医体

部分開催となるも大健闘の慶應部分開催となるも大健闘の慶應

祝
・
男
女
総
合
優
勝
！

男
子
総
合
優
勝
、女
子
総
合
６
位
入
賞

水　

泳　

部

水　

泳　

部

３
年
ぶ
り
の
大
舞
台

逆
境
の
中
健
闘
し
た
部
員
た
ち

端　

艇　

部

端　

艇　

部

団
体
総
合
３
位

５
年
ぶ
り
の
快
挙
！

馬　

術　

部

馬　

術　

部３
年
ぶ
り
悲
願
の
東
医
体

総
合
６
位

ヨ
ッ
ト
部

ヨ
ッ
ト
部

部
分
開
催
に

至
る
ま
で
の
経
緯

　

恒
例
行
事
で
あ
っ
た
東
医

体
が
３
年
ぶ
り
に
「
部
分
開

催
」
さ
れ
る
ま
で
の
道
の
り

は
、
想
像
以
上
に
長
い
も
の

で
し
た
。

　

約
半
年
に
及
ん
だ
開
催
可

否
の
検
討
で
は
、
各
大
学
の

部
活
動
再
開
状
況
や
市
中
の

感
染
状
況
な
ど
が
判
断
材
料

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
３
月

の
第
１
回
定
例
理
事
会
で
の

判
断
は
延
期
と
な
り
、
５
月

の
運
営
委
員
会
で
の
協
議
に

て
、
第
65
回
大
会
の
開
催
が

正
式
決
定
と
な
り
ま
し
た
。

待
ち
焦
が
れ
た
東
医
体
の
開

催
に
向
け
、
コ
ロ
ナ
禍
で
実

現
可
能
な
要
項
の
策
定
を
各

競
技
で
進
め
ま
し
た
。
７
月

に
入
り
、
急
激
に
感
染
者
が

増
え
て
き
ま
し
た
が
、
医
学

部
長
は
多
く
の
関
係
者
と
相

談
し
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学

部
は
、「
会
長
と
部
員
が
十
分

な
話
し
合
い
を
お
こ
な
い
、

適
切
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作

っ
た
上
で
、
そ
れ
を
守
る
の

で
あ
れ
ば
、
東
医
体
に
参
加

す
る
こ
と
を
認
め
る
」
と
い

う
判
断
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
泳
部
門
は
、「
男
子
優

勝
・
女
子
６
位
入
賞
」「
男

女
総
合
優
勝
」
を
成
し
遂
げ

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
何
度
か
開
催
が
危
ぶ

ま
れ
た
も
の
の
、
主
幹
で
あ

る
弘
前
大
学
や
各
校
主
将
の

賢
明
な
働
き
か
け
に
よ
り
無

事
に
２
日
間
の
日
程
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
声
を
出

し
て
の
応
援
が
禁
止
さ
れ
、

拍
手
の
み
の
応
援
と
な
る
な

ど
コ
ロ
ナ
禍
前
の
東
医
体
と

は
多
少
異
な
っ
た
も
の
の
、

３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
東

医
体
の
会
場
で
は
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。

　

男
子
は
、
４
×
２
０
０
㍍

フ
リ
ー
リ
レ
ー
１
位
（
５
年

三
輪
智
也
君
、
３
年
日
隈
大

瑚
君
、
１
年
鷲
見
祐
介
君
、

２
年
由
良
弘
二
朗
君
）、
４

×
１
０
０
㍍
フ
リ
ー
リ
レ
ー

１
位
（
鷲
見
君
、
６
年
川
内

將
裕
君
、三
輪
君
）、
４
×
50

㍍
フ
リ
ー
リ
レ
ー
２
位
（
４

年
植
田
真
翔
君
、
鷲
見
君
、

由
良
君
、三
輪
君
）、
個
人
種

目
で
も
着
実
に
点
数
を
積
み

重
ね
、
前
回
の
２
０
１
９
年

東
医
体
と
同
じ
く
見
事
男
子

総
合
優
勝
を
も
ぎ
取
っ
た
。

　

女
子
は
、
出
場
選
手
全
員

が
大
学
か
ら
初
心
者
で
競
泳

を
始
め
た
選
手
で
あ
っ
た
も

の
の
、
４
×
50
㍍
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー
５
位
（
４
年
安
本
紗

菜
君
、
４
年
金
智
順
君
、
５

年
南
澤
利
咲
君
、
４
年
清
水

さ
と
み
君
）、
４
×
１
０
０

㍍
フ
リ
ー
リ
レ
ー
５
位
（
安

本
君
、
清
水
君
、
金
君
、
４

年
藤
塚
晴
紀
君
）、
個
人
種

目
で
も
多
く
が
入
賞
を
果
た

し
、
女
子
総
合
６
位
入
賞
と

な
っ
た
。

　

主
将
の
藤
塚
晴
紀
君
は
、

「
こ
の
３
年
間
キ
ツ
い
練
習

を
こ
な
し
て
き
た
、
水
泳
部

員
43
人
で
勝
利
を
掴
み
取
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」
と

喜
び
を
語
っ
た
。

�

（
３
年　

伊
庭
知
里
）

男女総合優勝を果たした水泳部齊藤璃子君（１０５回）

波止場に立ち並ぶヨット

海上での熱戦 松田高幸君（１０３回）

全体集合写真

開催競技と結果

１年間部活をけん引した幹部（１０４回）

男子ダブル（岡﨑、金井）

　

８
月
12
、
13
日
に
戸
田
漕

艇
場
に
て
東
医
体
ボ
ー
ト
競

技
が
行
わ
れ
た
。
３
年
ぶ
り

の
試
合
で
あ
り
、
一
部
の
部

員
に
と
っ
て
は
初
の
東
医
体

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
皆
緊

張
の
面
持
ち
で
試
合
に
臨
ん

だ
。
今
年
度
は
男
子
ダ
ブ
ル

３
艇
の
出
漕
予
定
だ
っ
た

が
、
ク
ル
ー
の
体
調
不
良
に

よ
り
２
艇
で
の
出
漕
と
な
っ

た
。

　

惜
し
く
も
１
艇
は
予
選
敗

退
と
な
っ
た
が
、
残
る
も
う

１
艇
（
６
年
岡
﨑
君
、
５
年

金
井
君
）
は
決
勝
に
進
出
、

６
位
と
い
う
成
績
を
収
め

た
。
当
ク
ル
ー
は
乗
艇
練
習

期
間
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
た

中
で
の
出
漕
と
な
っ
た
が
、

練
習
期
間
の
ハ
ン
デ
を
感
じ

さ
せ
な
い
漕
ぎ
で
端
艇
部
の

底
力
を
見
せ
て
く
れ
た
。

　

今
年
度
は
全
ク
ル
ー
の
練

習
が
十
分
に
で
き
な
い
中
、

全
員
で
協
力
し
て
東
医
体
に

挑
む
こ
と
を
目
標
に
努
力
を

重
ね
て
き
た
。
結
果
は
芳
し

く
な
か
っ
た
が
、
全
員
が
今

の
実
力
を
出
し
切
り
、
約
４

分
間
、
１
０
０
０
㍍
の
道
の

り
を
一
生
懸
命
漕
ぎ
切
っ

た
。

　

現
役
部
員
に
と
っ
て
は
こ

れ
が
最
後
の
東
医
体
で
は
な

い
。
来
年
度
も
ま
た
新
し
い

闘
い
が
待
っ
て
い
る
。
今
年

の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
し
、

「
水
の
王
者
慶
應
」
の
名
を

来
年
こ
そ
奪
還
し
て
欲
し

い
。

�

（
６
年　

福
尾
佳
奈
）

競技 結果

馬術
馬場馬術団体（松田高幸
君、齋藤瑠子君）３位、障
碍飛越個人男子（松田高幸
君）２位

ヨット
総合６位入賞、女子戦個人
（岩田侑子君、 木曽万絢
君）５位

水泳 総合優勝、男子総合優勝、
女子総合６位入賞

ボート
男子ダブルスカル（金井悠
太 郎 君 、 岡 崎 駿 介 君 ）
1000m６位

　

し
か
し
開
会
式
２
日
前
、

第
７
波
の
急
拡
大
を
受
け
て

臨
時
理
事
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
開
催
可
否
判
断
を
競
技

ご
と
に
委
ね
る
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
が
、
開
催
間
際
に

運
営
本
部
よ
り
、
こ
れ
以
上

な
い
厳
格
な
感
染
対
策
が
追

加
さ
れ
、
結
果
的
に
６
競
技

の
み
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
。「
部
分
開
催
」
と
は
な

り
ま
し
た
が
、
伝
統
の
維
持

へ
の
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
開
催
目
前
で
競

技
が
中
止
と
な
り
、
涙
を
呑

ん
だ
学
生
が
多
く
い
た
こ
と

も
事
実
で
す
。
こ
の
経
験
を

活
か
し
、
今
後
の
諸
大
会
が

「
完
全
開
催
」
と
な
る
よ

う
、
医
学
部
体
育
会
役
員
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

末
筆
と
は
な
り
ま
す
が
、

東
医
体
開
催
や
本
塾
の
大
会

参
加
に
尽
力
し
て
く
だ
さ
っ

た
関
係
者
の
皆
様
方
に
、
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
医
学
部
体
育
会
委
員
長

�

美
濃
地
駿
介　

5
年
）

※
写
真
で
は
撮
影
時
の
み
マ

ス
ク
を
外
し
て
い
ま
す

　

８
月
１
日
か
ら
３
日
の
３

日
間
に
わ
た
り
、
静
岡
県
の

御
殿
場
市
馬
術
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
に
て
第
65
回
東
医
体

馬
術
部
門
が
行
わ
れ
た
。
本

塾
馬
術
部
は
団
体
総
合
３

位
、
銅
メ
ダ
ル
、
ト
ロ
フ
ィ

ー
獲
得
の
大
健
闘
を
み
せ

た
。
総
合
入
賞
は
２
０
１
７

年
以
来
、
お
よ
そ
５
年
ぶ
り

の
快
挙
と
な
る
。
こ
の
結
果

に
つ
い
て
、
主
将
の
松
田
高

幸
君
（
５
年
）
は
「
２
０
２

２
年
度
の
東
医
体
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の
た

め
２
年
ぶ
り
の
東
医
体
と
な

り
、
活
動
に
様
々
な
制
限
を

伴
っ
て
い
ま
し
た
が
、
久
々

に
表
彰
台
に
返
り
咲
く
こ
と

が
で
き
て
と
て
も
光
栄
な
思

い
で
す
。」
と
語
っ
た
。

　

ジ
ム
カ
ー
ナ
の
個
人
戦
で

は
宇
佐
美
優
衣
君
（
３
年
）

が
出
場
し
、
リ
ー
グ
内
２

位
、
全
体
５
位
と
い
う
成
績

を
収
め
た
ほ
か
、
障
碍
飛
越

の
個
人
戦
で
は
松
田
高
幸

君
、
齊
藤
璃
子
君
（
３
年
）

が
出
場
し
、
齊
藤
君
は
リ
ー

グ
内
３
位
と
な
り
、
松
田
君

は
リ
ー
グ
内
１
位
と
な
っ
て

予
選
を
勝
ち
上
が
っ
た
。
そ

の
結
果
、
決
勝
戦
で
松
田
君

は
２
位
を
勝
ち
取
り
、
銀
メ

ダ
ル
獲
得
を
果
た
し
た
。
２

年
ぶ
り
の
東
医
体
で
初
め
て

入
賞
し
た
松
田
君
は
「
今
ま

で
は
部
員
数
も
少
な
く
、
試

合
参
加
で
は
応
援
が
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
回
の
東
医
体
で
は
大
勢
の

後
輩
に
会
場
で
サ
ポ
ー
ト
・

応
援
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

お
か
げ
で
強
い
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
の
中
見
事
に
銀
メ
ダ
ル
を

掴
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。」
と
語
り
、
周
囲
へ
の

感
謝
を
強
く
示
し
た
。
ま

た
、
馬
場
馬
術
の
団
体
戦
で

は
松
田
高
幸
君
、
齊
藤
璃
子

君
が
出
場
し
、
見
事
３
位
を

勝
ち
取
り
、
銅
メ
ダ
ル
獲
得

を
果
た
し
た
。
次
期
主
将
と

し
て
３
年
生
で
東
医
体
初
参

加
な
が
ら
、
３
位
入
賞
に
貢

献
し
た
齊
藤
君
に
つ
い
て
、

松
田
君
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
入
部

し
て
以
来
ほ
と
ん
ど
試
合
に

出
場
す
る
機
会
が
な
く
、
今

回
の
東
医
体
に
向
け
て
全
力

で
努
力
し
て
い
ま
し
た
。
今

で
は
先
輩
顔
負
け
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
で
部
活
動
に
精
力

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
将

来
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。」

と
熱
い
期
待
を
寄
せ
る
。

　

例
年
に
も
増
し
て
好
成
績

を
収
め
た
馬
術
部
の
今
後
更

な
る
大
躍
進
を
期
待
し
て
や

ま
な
い
。

�

（
３
年　

頃
安
美
玲
）

　

第
65
回
東
日
本
医
科
学
生

総
合
体
育
大
会
（
東
医
体
）

が
８
月
３
日
か
ら
７
日
に
か

け
て
神
奈
川
県
江
の
島
ヨ
ッ

ト
ハ
ー
バ
ー
で
開
催
さ
れ
、

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
ヨ
ッ

ト
部
が
総
合
６
位
の
結
果
を

収
め
た
。
７
月
下
旬
以
降
の

感
染
急
拡
大
の
た
め
に
開
催

自
体
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
徹

底
し
た
感
染
症
対
策
下
で
無

事
に
閉
幕
し
た
。

　

８
月
４
日
の
女
子
戦
で

は
、
岩
田
侑
子
君
（
２
年
）、

木
曽
万
絢
君
（
２
年
）
ペ
ア

が
個
人
５
位
に
、
東
医
体
本

戦
で
は
、
星
野
聡
介
君
（
４

年
）、
金
実
紀
君
（
３
年
）

ペ
ア
が
個
人
９
位
に
入
賞
し

た
。
総
合
成
績
は
結
果
的
に

６
位
入
賞
と
な
っ
た
。

　

４
年
生
以
下
が
出
場
す
る

新
人
戦
で
あ
り
東

医
体
の
前
哨
戦
で

あ
る
関
東
医
科
歯

科
大
会
で
は
総
合

３
位
の
好
成
績
で

あ
っ
た
。
畑
本
真

吾
君
（
４
年
）、

松
尾
昂
朗
君
（
３

年
）
ペ
ア
が
個
人

２
位
に
、
星
野
聡

介
君
、
金
実
紀
君

ペ
ア
が
個
人
９
位

に
入
賞
し
た
。

　

東
医
体
で
個
人

５
位
の
成
績
を
収

め
た
岩
田
侑
子
君

（
２
年
）
は
、「
女
子
戦
に

出
場
し
た
唯
一
の
２
年
生
ペ

ア
で
あ
り
、
他
と
比
較
し
て

経
験
値
が
低
い
状
態
で
し
た

が
、
予
想
以
上
の
成
績
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な

経
験
に
な
り
ま
し
た
。
来
年

の
優
勝
目
指
し
て
練
習
に
励

み
た
い
と
思
い
ま
す
！
」
と

意
気
込
み
を
見
せ
た
。

　

大
学
始
め
の
選
手
が
多

く
、
数
々
の
試
合
が
中
止
と

な
り
大
会
経
験
も
浅
い
中
、

３
年
ぶ
り
の
大
舞
台
で
戦
い

抜
い
た
選
手
達
に
拍
手
を
送

る
と
と
も
に
、
今
後
の
活
躍

に
期
待
し
た
い
。

�

（
２
年　

梅
原
千
里
）

　

Ｋ
Ａ
Ａ
は
２
０
０
６
年
に

始
ま
り
、
２
０
２
１
年
４
月

に
慶
應
義
塾
の
学
生
公
認
団

体
と
な
り
、
三
四
会
が
後
援

す
る
形
に
な
り
ま
し
た
。
２

０
２
０
年
、
２
０
２
１
年
と

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
し
た

が
、
２
０
２
２
年
は
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
形
式
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
Ａ
Ｉ

ホ
ス
ピ
タ
ル
」。
と
て
も
興

味
深
い
テ
ー
マ
を
熱
く
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ

っ
た
講
師
陣
は
、
看
護
医
療

学
部
の
小
池
智
子
先
生
、
薬

学
部
の
青
森
達
先
生
、
そ
し

て
慶
應
大
学
病
院
の
Ａ
Ｉ
ホ

ス
ピ
タ
ル
構
想
を
陣
頭
指
揮

し
て
い
る
陣
崎
雅
弘
副
病
院

長
の
３
名
の
先
生
方
で
し

た
。

　

Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
構
想
成

功
の
た
め
に
は
い
ろ
い
ろ
な

方
々
の
協
力
協
業
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
す

る
際
に
は
考
え
方
が
重
要
で

あ
る
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
Ａ

Ｉ
活
用
し
た
更
な
る
飛
躍
の

た
め
に
は
現
在
学
生
の
よ
う

な
若
い
方
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
医
療
系
３
学
部
の

学
生
た
ち
に
素
晴
ら
し
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

第
17
回
慶
應
赤
倉
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｋ
Ａ
Ａ

深
川 

和
己（
68
回
）

〜
今
年
の
テ
ー
マ
は「
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
」〜

三
四
会
赤
倉
担
当
理
事

青
森 　

達

【
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
】

慶
應
義
塾
大
学
薬
学
部
准
教
授

陣
崎 

雅
弘（
66
回
）

【
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
】

副
病
院
長
／
放
射
線
科
学（
診
断
）教
授

原　

 

明
広（
4
年
）

【
学
生
か
ら
】

学
生
代
表

　

実
行
委
員
の
方
か
ら
お
聞

き
し
た
講
演
会
の
テ
ー
マ

は
、
Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
と
の

こ
と
で
し
た
。
私
自
身
は
慶

應
病
院
薬
剤
部
で
副
部
長
を

拝
命
し
て
お
り
、
Ａ
Ｉ
ホ
ス

ピ
タ
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

は
当
初
か
ら
関
わ
る
機
会
を

い
た
だ
い
て
い
た
の
で
、
薬

剤
部
の
担
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
う
ち
、
調
剤
ロ
ボ
ッ
ト
と

薬
剤
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
の
話
題

を
中
心
に
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
か
な
り
プ

ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
内
容
に
な

っ
て
し
ま
い
、「
ア
カ
デ
ミ

ー
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
か

自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
会
場
か
ら
も
オ
ン
ラ
イ

ン
の
方
か
ら
も
た
く
さ
ん
質

問
を
い
た
だ
け
て
い
た
よ
う

だ
っ
た
の
で
、
安
心
し
ま
し

た
。
時
間
の
都
合
も
あ
り
質

問
に
は
全
て
お
答
え
で
き

ず
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

本
来
な
ら
ば
赤
倉
山
荘
に

集
っ
て
追
加
の
議
論
を
し
た

　

ま
ず
は
、
今
回
の
講
演
会

を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
協

力
し
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の

方
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
丸
と
な
っ
て
準
備
を
進
め

て
く
れ
た
委
員
の
皆
さ
ん
、

私
達
学
生
の
至
ら
な
い
部
分

を
補
助
し
て
下
さ
っ
た
三
四

会
の
先
生
方
、
そ
し
て
お
忙

し
い
中
足
を
運
ん
で
下
さ
り

講
演
会
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

登
壇
者
の
先
生
方
、
本
当
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
は
数
年
ぶ

り
の
対
面
方
式
で
あ
り
、
勝

手
が
分
か
ら
ず
難
し
い
部
分

も
あ
り
ま
し
た
が
、
当
日
の

光
景
を
見
て
対
面
方
式
で
開

催
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と

を
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。
先
生
方
の
素
晴
ら
し
い

ご
講
演
を
聞
き
、
そ
れ
に
対

し
て
学
生
が
相
互
交
流
を
行

う
こ
と
が
出
来
る
空
間
こ
そ

が
意
味
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
慶
應
赤
倉
ア
カ
デ

ミ
ー
が
よ
り
一
層
盛
り
上
が

っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。　

り
、
そ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
お

話
し
で
き
れ
ば
良
か
っ
た
の

で
す
が
、
そ
れ
は
次
の
機
会

の
楽
し
み
に
と
っ
て
お
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
伝
統
あ
る

慶
應
赤
倉
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お

呼
び
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
講
演
の
機
会
を
与

え
て
頂
き
、
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
学
会
と
重
な
っ
た
た

め
途
中
参
加
と
な
り
ま
し
た

が
、
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

も
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
３
学

部
の
学
生
と
楽
し
く
交
流
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
の
人
工
知
能

関
連
の
ク
イ
ズ
大
会
で
し
た

が
、
大
変
よ
く
準
備
さ
れ
て

い
て
感
心
し
ま
し
た
。
講
演

で
は
多
く
の
質
問
が
あ
り
、

Ａ
Ｉ
ホ
ス
ピ
タ
ル
へ
の
関
心

の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。
ま

た
、「
先
生
は
な
ぜ
放
射
線

科
を
選
ん
だ
の
で
す
か
」
と

い
う
よ
う
な
人
生
の
選
択
に

関
わ
る
よ
う
な
も
の
も
あ

り
、
学
生
達
に
色
々
な
面
で

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

全
体
を
通
し
て
、
学
生
達

が
と
て
も
活
発
で
、
こ
ち
ら

が
元
気
を
も
ら
っ
た
感
じ
が

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
信
濃

町
で
の
開
催
に
な
り
ま
し
た

が
、
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
赤

倉
に
行
く
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

連合三田会大会2022
ハイブリッド開催決定！

　慶應義塾連合三田会とは慶應義塾卒業生すなわ
ち全塾員の同窓会組織であり、連合三田会大会は
毎年おこなわれる塾員の交流の場、福澤諭吉先生
の理念「社中協力」「人間交際」の象徴ともいえ
るイベントです。
　今年の連合三田会大会は、10月16日（日）に現
地（日吉キャンパス）とオンラインのハイブリッ
ドで開催されます。昨年度新たに進化したオンラ
インサービス「デジミタ」によって、自宅からで
も海外からでも、同期会や同窓会、趣向を凝らし
たさまざまなイベント、記念品申し込みや福引抽
選会に参加でき、今まで参加不可能であった方々
にも連合三田会大会が身近になりました。
　今年はデジミタを継承・発展させることはもち
ろん、さらに、日吉キャンパスにおける現地開催
にも力を入れています。コロナ禍で2020年は中
止、2021年はオンライン開催となり、３年ぶりの
現地開催です。経験と叡智を集結し万全の感染対

策で塾員とそのご家族をお迎えすべく準備を進め
ています。
　医学部は、救護部会として救急対応を71回生中
心に担当し、さらに、73回生中心に83回生との混
成チームで三四会講演会と子ども向け医療体験型
イベント「ドクターに挑戦」を企画しています。
三四会講演会では、「つながる医学～データサイ
エンスから宇宙まで～」をテーマに、東京理科大
学特任副学長で宇宙飛行士の向井千秋君（外56
回）と医学部医療政策・管理学教授の宮田裕章君
のお二人の講演と対談が予定されています。「ド
クターに挑戦」では、救急蘇生、胃内視鏡、眼科
３Ｄ手術、脳血管内治療、外科手術、ＰＣＲ体験
など、実物の医療機器を使った体験型イベントを
完全予約制で行います（９月予約開始予定）。
　ぜひ、秋深まる日吉キャンパスにお越しいただ
き、新しい連合三田会大会をお楽しみください。
� （保健管理センター小児科　内田敬子　73回）


